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2014 年年間購読料（増刊号を含む 13 冊，税込，送料小
社負担）
冊子版　　　　42,730 円　冊子＋電子版／個人　47,730 円
電子版／個人　42,730 円　冊子＋電子版／共有　54,100 円
電子版／共有　49,100 円
※上記は 2014 年 3 月末までにご注文いただいた場合の
年間購読料です（2014 年 3 月ご購読開始分まで適用）。
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・Published by IGAKU－SHOIN Ltd., 1－28－23 Hongo, Bunkyo－ku, Tokyo　� 2014, Printed in Japan.
・本誌に掲載された著作物の複写・複製・転載・翻訳・データベースへの取り込みおよび送信（送信可能化権を含む）に関する
許諾権は医学書院が保有しています。

・本誌を無断で複製する行為（複写，スキャン，デジタルデータ化など）は，「私的使用のための複製」など著作権法上の限られ
た例外を除き禁じられています。大学，病院，診療所，企業などにおいて，業務上使用する目的（診療，研究活動を含む）で
上記の行為を行うことは，その使用範囲が内部的であっても，私的使用には該当せず，違法です。また私的使用に該当する場
合であっても，代行業者等の第三者に依頼して上記の行為を行うことは違法となります。

・ ＜　� 出版者著作権管理機構　委託出版物＞

　本誌の無断複写は著作権法上での例外を除き禁じられています．複写される場合は，そのつど事前に，　� 出版者著作権管理機

構（電話 03－3513－6969，FAX 03－3513－6979，info@jcopy.or.jp）の許諾を得てください。

編集顧問　町　田　豊　平　 小　川　秋　實　 秋　元　成　太　 村　井　　　勝

編集委員　郡　健二郎　 藤　岡　知　昭　 大　家　基　嗣

編集
後記

　今年 3 月末日をもちまして岩手医科大学を定年退

職いたします。それに伴いまして『臨床泌尿器科』の

編集委員の職務を終了します。したがって，今月号の

「編集後記」が小生の最後になります。長年にわたり

拙文にお付き合いくださいましてありがとうございま

した。月 1 度，編集委員会のために盛岡発・午後 2 時 

41 分の新幹線で上京し，翌朝午前 9 時前には大学に戻

るということを長年繰り返し，投稿論文を査読しつつ

すごす行きの新幹線の時間，熱のこもった編集委員会，

そしてぼんやりと車窓を眺めての帰りの車中，小生に

とりまして忙しい日常勤務から解放される貴重な充実

した時間でした。

　小生は，現編集顧問である秋元成太先生の後任とし

て編集委員に就任しました。前半の村井　勝先生と郡

健二郎先生とご一緒の編集会議は，常に話題が新鮮で

刺激的であり，貴重な体験をすることができました。

特に，両先生の学識の広さ，豊富な経験，見識の高さ

に加えて周囲に対する気配りを肌で学ぶことができ，

さらに素晴らしい魅力的なお人柄に触れながらの編集

委員会は，小生にとりましてまさに至福の時間でした。

　また，後半には，村井先生の後任として大家基嗣先

生が加わり，その　R れるエネルギー，優れた学識，幅

広い情報と人脈は以前とは異にした新たな流れとな

り，以前にもまして熱気のある会議となりました。

　『臨床泌尿器科』を通しての経験は，小生にとりま

してかけがえのない師や同志との出会いの場所でし

た。このような「人との出会い」を表現する適切（？）

な言葉として，「安岡正篤教学一日一善」の中から，

「縁尋樹妙」（良い縁がさらに良い縁をたずねて一転し

ていく様はまことに妙なもの），「多逢勝因」（いい人

に交わっているとよい結果に恵まれる）の二つの仏語

をみつけました。まさに，『臨床泌尿器科』は，「縁尋

樹妙」と「多逢勝因」の世界だと思います。

　四月以降，小生は定職に就かず，八幡平の山中で大

好きなアウトドアライフを追及してみようと思ってい

ます。少しの農業，渓流釣り，時期になったらヤマド

リ，雉，鴨，鹿，クマの狩猟を主体とした自給自足の

生活が目標ですが，実際にはなかなか難しいことを承

知しています。今までできなかったことにどっぷり浸

かった生活をしたいのです。近くにお越しの際はお寄

りいただき，小生の安否を確認していただければと思

います。「どぶろく」も作りたいと思います。

　これまでご一緒しました編集委員の諸先生，お世話

いただいた医学書院の皆様，そして『臨床泌尿器科』

読者の諸兄に心より深謝します。

 （藤岡知昭）
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